
令和 3 年度 第 6回中津江グループホームなごみ運営推進会議議事録 

 

実施日時 令和 4年 3月 24日（木） 14:00～15:00 

場所 中津江 1区公会堂 

出席者 別紙参照 

前 回 か ら の 継 続 課 題 

・ ○無  

・ 有  

内容： なし 

は じ め に 

・ グループホーム（以下 GH）管理者より挨拶。 

 令和 3年度第 5 回運営推進会議は、全国的な新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大により、山口県においても『ま

ん延防止等重点措置』発令にて中止としたが、第 6 回は感

染対策と体調管理を確認する中で開催することとした。 

利用者の日常生活では、引き続き感染予防対策を十分に

講じながらも、張り合いや楽しみのある日常生活が支援で

きるよう努めている。会議内で、取り組み事項等を報告す

るので、ご意見いただきたい。 

近

況

に

つ

い

て

 

利用者状況 

・ GH管理者より、令和 4年 2月～令和 4年 3月の利用状況 

 （利用者の平均年齢、平均要介護度、入退所状況等）を説

明する。 

活動状況 

・ GH介護職より、広報誌なごみ便り（第 131号/ R4.2月、第

132号/R4.3月）を紹介する。節分行事、梅林公園や親水公

園（萩しーまーと駐車場側）への花見物、室内での軽運動

等を実施した。 

・ GH介護主任兼計画作成担当者より、令和 4年 2月及び令和

4年 3月の事故報告と対策について説明する。 

・ GH介護主任兼計画作成担当者より、令和 3年度リスクマネ

ジメント部会まとめについて説明する。 

・ GH介護職より、身体拘束をしないケアの取り組みについて、

現場での取り組み内容を説明する。 

・ GH 管理者より、3/15 実施予定であった消防訓練について

は、新型コロナウイルス感染拡大にて、4 月中旬頃に延期

することを報告する。感染状況にもよるが地域住民にも参

加協力を依頼する。 

・ GH管理者より、感染症対策と面会制限について説明する。 

感染症対策では、外出時のマスク着用、手洗い、うがい、

手指消毒、室内換気を継続して行っている。1月より GH玄



関先やベランダ越しでの面会を禁止し、オンライン面会の

みとしている。面会制限に関して引き続きご理解とご協力

をいただきたい。 

萩市社会福祉事業団ホームページにて、新型コロナウイル

ス罹患状況について報告を掲載しているが、保健所の指示

にて適切に対応している。（TV モニターにてホームページ

への掲載状況について説明する） 

（利用者の思いを GH管理者代弁） 

・ 気候がいい季節になるから、どこか旅行に行きたい。 

・ お花を見に行った際には、美味しい物を食べに行きたい。 

 

評         

 

価 

家族 

・ 報告事項を聞いて、きめ細かい対応をしてもらっているよ 

 うで、大変ありがたく感じています。 

事故報告内で服薬ミスによる事故が多いように思います

が、どのように内服薬を取り扱っており、服薬マニュアルは

どのようになっているのでしょうか？ 

（利用者家族） 

 →内服薬処方後に処方内容を確認し、一包化された包装袋へ

服薬時間別にマーカーにて色別のライン入れ（朝食…赤、昼

食…緑、夕食…青）を行う。夜勤者 1名が翌日分を個別の箱

へセットし、もう一人の夜勤者がセット分を確認する。配薬

時には、名前と日にちと服薬時間を確認、利用者にも伝え同

意の上で服薬対応している。 

（GH管理者） 

→目視だけではミスが起こる可能性もあるので、声に出して

確認や作業を行うことで、服薬ミスを防ぐこともできると思

われます。 

（利用者家族） 

→様々な事故の中でも、服薬については職員側で防ぐことが

出来るものなので、今一度職員全員で服薬に関する事故がな

いように注意していく。 

（GH管理者） 

地域住民 

・ 事故報告や身体拘束廃止の取り組みでは、利用者の変化を

よく確認しながら、きめ細かい対応をしていると思うので継

続してもらいたい。 

（中津江 1区町内会長） 

→身体拘束廃止では不適切なケアや関わりがないように、職

員側で考え取り組みを行ってきたが、今年度はその取り組み

内容に対して利用者がどのように感じているのかアンケー

トを通じて思いを知ることが出来たように感じる。利用者の

思いを知ることで、特に『声掛け』を意識するいい機会とな

活動状況 



った。今年度も取り組みを今後も継続していきたい。 

（GH管理者） 

・ 先日、地区役員改正の会合があり、大半が高齢者で体調が 

優れない人もいる。利用者の体調管理も大変だとは思うが、

引き続き頑張ってもらいたい。 

事故報告の際に『ヒヤリハット』という言葉があるが、ど 

のような状態をいうのだろうか？ 

（中津江県営住宅 H棟管理者） 

→仕事中に起こる言葉の通り、「ヒヤリ」「ハッ」とした危険

な出来事のことを指す。事故に繋がりかねない前段階の危険

に感じた内容で、職員が「ヒヤリ」「ハッ」と感じたことを

報告として挙げるようにしている。 

（GH介護主任兼計画作成担当者） 

・ これからお花見にはいい季節になった。近くの橋本川辺り

まで散歩に来ているが、利用者さんの笑顔がすごく良いのが

印象としてある。少しでも外に出る機会があるといい。 

事故報告で服薬事故には十分気を付けてもらいたい。 

（理髪店みうら） 

→利用者の思いとして外に出たいとの要望が多い為、感染症

対策を行いながらも人混みを避け、季節感を感じてもらえる

ような外出支援を行いたいと考えている。また、室内での活

動が主となる中で下肢筋力低下が見られる為、なごみ周辺の

散歩や日常生活の中での活動性を継続できればと思う。 

（GH管理者） 

市町村等 

・ 特になし。 

（萩市高齢者支援課） 

・ コロナ禍においても、日常生活の中での活動や関わりを工

夫しながら充実させているのがよく解る。 

  令和 3年度リスクマネジメント部会まとめでは、事故件数

に対してヒヤリハット件数が少ないように感じる。ヒヤリハ

ットの報告件数が増えることで、事故を未然に防ぐことがで

きる可能性もあるので、ヒヤリハットの重要性について検討

してもらいたい。 

（萩市地域包括支援センター） 

 →ヒヤリハットについては、職員の感じ方による部分もある

が、報告件数を増やすことで、未然に防げる事故もあると思

うので、来年度職員に対して重要性について再度周知する。 

（GH管理者） 

・ 特になし。 

（萩市社会福祉協議会） 

地域住民 

 

評         
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市町村等 

・ 新型コロナウイルス感染状況について、まん延防止等重点 

措置は解除となっているが、3/22現在延べ 583人が感染、直

近 1 週間では 53 人、3/15 には就学児前施設にてクラスター

感染が発生するなど、萩市においても感染者が出ている状況

となっている。3回目ワクチン接種状況としては、65歳以上

の接種率が 74.48％である一方で、他接種状況は 45％程度と

なっている。 

（萩市高齢者支援課） 

→GHなごでは、利用者・職員ともに 3回目ワクチン接種は終

了しているが、引き続き感染対策を十分に行っていく。 

（GH管理者） 

グループホーム 

・ 運営推進会議について、来年度も第 4水曜 14:00 から中津

江 1区公会堂にて開催するので、引き続き協力いただきたい。

（GH管理者） 

次回会議までの 

継続課題 
・ 特になし。 

備    考 

次回：令和 4年 5月 26日（木）14:00 開催予定 

開催場所：中津江 1区公会堂 

※新型コロナウイルス感染症が収束するまでは、GHなごみ室内

での会議開催は難しい状況にて、中津江 1区公会堂をお借りす

ることとなる。 

 


